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さ
る
さ
わ 

＝
今
後
の
行
事
予
定
＝ 

４
月
６
日
（
水
）
大
東
中
学
校
入
学
式 

４
月
７
日
（
木
）
猿
沢
小
学
校
入
学
式 

４
月
１９
日
（
火
）
子
ど
も
教
室
指
導
員
会
議 

４
月
２１
日
（
木
）
子
ど
も
教
室
保
護
者
説
明
会 

４
月
２６
日
（
火
）
猿
沢
地
区
行
政
区
長
会 

 

 

出
会
い
と
別
れ
の
こ
の
季
節
、
例
年
で
あ
れ
ば
恒
例
の

「
猿
沢
地
区
合
同
歓
送
迎
会
」
を
盛
大
に
開
催
し
、
地
区

を
挙
げ
て
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
一
昨
年
、
昨
年
に
引
き
続
き
中
止

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ご
退
職
、
転
出
さ
れ
る
方
々
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、

異
動
先
で
の
更
な
る
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
転
入
さ
れ
る
皆
様
、
地
区
民
一
同
心
か
ら
歓
迎

申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
く
猿
沢
に
慣
れ
て
い
た
だ
き
、

思
う
存
分
お
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

ご
退
職
、
ご
異
動
さ
れ
る
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

（
敬
称
略
） 

◆ 

退
職
者 

猿
沢
診
療
所 

事
務
長 

松
舘 

昭 

 
 

 
 

 
 

（
再
任
用
で
本
庁
長
寿
社
会
課
へ
） 

猿
沢
保
育
園 

保
育
補
助 

菊
地
和
子 

 

日
頃
か
ら
地
域
の
皆
様
方
に
は
猿
沢
市
民
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
当
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
生
涯
学
習

の
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
と
地
域
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
事
業
の
継
続
を
基
本
と
し
つ
つ
、
地
域
の
皆

様
の
声
を
反
映
し
な
が
ら
新
し
い
情
報
な
ど
も
加

え
、
新
た
な
取
り
組
み
に
も
挑
戦
し
な
が
ら
皆
様
に

親
し
ま
れ
る
事
業
運
営
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

新
年
度
の
各
種
学
級
講
座
や
受
講
者
の
募
集
な

ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
「
さ
る
さ
わ
」
４
月

号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。 

地
域
の
皆
様
の
生
涯
学
習
や
健
康
づ
く
り
、
仲
間

づ
く
り
を
職
員
一
丸
と
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

 

◆ 

転
出
者 

猿
沢
駐
在
所 

所
長 

橋
本 

勝 

 
 

 
 

 
 

（
千
厩
警
察
署
地
域
課
へ
） 

猿
沢
小
学
校 

教
諭 

伊
藤
英
恵 

 
 

 
 

 
 

（
一
関
市
立
老
松
小
学
校
へ
） 

教
諭 

伊
東
正
慶 

 
 

 
 

 
 

（
金
ヶ
崎
町
立
三
ケ
尻
小
学
校
へ
） 

猿
沢
保
育
園 

保
育
主
査 

鈴
木
多
恵 

（
東
山
支
所
東
山
こ
ど
も
園
へ
） 

◆ 

転
入
者 

猿
沢
診
療
所 

事
務
長 

木
村
繁
久 

（
花
泉
支
所
保
健
福
祉
課
よ
り
） 

 

猿
沢
駐
在
所 

所
長 

４
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す 

猿
沢
小
学
校 
教
諭 

藤
原
正
克
（
再
任
用
） 

 
 

 
 

 
 

（
奥
州
市
立
人
首
小
学
校
よ
り
） 

 
 

 
 

 
 

講
師 
千
葉
智
美 

 
 

 
 

 
 

（
一
関
市
立
室
根
東
小
学
校
よ
り
） 

 
 

 
 

 
 

講
師 

安
倍
大
貴 

 

 
 

 
 

 
 

（
一
関
市
立
大
原
小
学
校
よ
り
） 

猿
沢
保
育
園 

園
長
補
佐 

加
藤
恵
子 

（
東
山
支
所
田
河
津
児
童
館
よ
り
） 

 

 

 

＝
学
び
の
花
を
咲
か
せ
ま
せ
ん
か
＝ 

令
和
４
年
度 

市
民
セ
ン
タ
ー
事
業
の
お
知
ら
せ 

新
た
な
門
出
を 

＝
定
期
人
事
異
動
発
表
＝ 



令和４年３月２５日    猿沢市民センター広報                 第 12号 

猿沢体育館 

外トイレ使用再開 

せんせ～い いっしょに あ～そぼ    

「放課後子ども教室」指導員さん大募集！ 

童
謡
・
唱
歌
で
想
う
ふ
る
さ
と 

春の小川 

春
の
小
川
は 

 

さ
ら
さ
ら
い
く
よ 

岸
の
す
み
れ
や 

 

れ
ん
げ
の
花
に 

す
が
た
や
さ
し
く 

 

色
う
つ
く
し
く 

咲
け
よ
咲
け
よ
と 

 

さ
さ
や
き
な
が
ら 

日
本
一
周
計
画 

＝
都
道
府
県
の
鳥
＝ 

岩
手
の
鳥
「
キ
ジ
」 

 

雄
は
光
っ
た
帯
緑
黒

色
の
美
し
い
羽
と
長
い

尾
羽
を
持
ち
、
雌
は
地
味

で
体
が
単
黄
褐
色
、
体
一

面
に
黒
点
が
あ
る
。 

 

県
内
全
域
に
生
息
。
生

息
数
は
日
本
一
。 

岩
手
県 

猿
沢
体
育
館
の
外
ト
イ
レ
は
、
冬
期
間
、
凍

結
防
止
の
た
め
使
用
禁
止
と
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
寒
さ
も
和
ら
い
で
き
た
た
め
、
３
月
２４
日

か
ら
使
用
を
再
開
し
ま
し
た
。
た
だ
し
男
子
用

小
便
器
が
先
日
の
地
震
に
よ
り
不
具
合
が
生
じ

ま
し
た
。
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

修
理
が
終
わ
る
ま
で
し
ば
ら
く
の
間
男
子
用
小

便
器
は
使
用
禁
止
と
い
た
し
ま
す
の
で
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

新
年
度
も
「
猿
沢
地
区
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

を
５
月
中
旬
頃
か
ら
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
教
室
の
始
ま
り
に
合
わ
せ
、
活
動
の
見
守
り

を
し
て
く
だ
さ
る
指
導
員
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。 

主
な
業
務
内
容
は
、
平
日
の
15
時
か
ら
17
時

ま
で
の
2
時
間
、
伝
承
交
流
館
で
子
供
た
ち
が

放
課
後
を
安
心
、
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
学

習
の
見
守
り
や
遊
び
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

子
ど
も
教
室
の
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け

る
方
は
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。（
電
話 

７
６-

２
２
２
０
ま
で
） 

 

 

いちのせき男女共同参画プラン 

愛 称 募 集 
 

 一関市では、男女共同参画の推進、DVの防

止、女性活躍機会の推進などを目的として、令

和３年３月に「第４次いちのせき男女共同参

画プラン」（以下「プラン」という。）を策定し

ました。 

 このプランが、より多くの市民の皆様に、よ

り身近なプランとして浸透し、また、自らが策

定に参加した自分たちのプランであると感じ

ていただき、もって、男女共同参画の推進に取

り組む個人及び法人の増加と、プランが定め

る目的の達成に寄与することを目的として、

プランの愛称を募集します。 

一関市からの 
お知らせ 

    応募資格 

 一関市在住、または、一関市内の事業所に勤務あるいは学校に

在学している個人 

    応募方法（詳細は募集要項参照） 

 ①一人何点でも応募可。ただし応募用紙１枚につき１案。  

②WEBフォームから応募、もしくは、はがき、ＦＡＸ、応募

用紙を用いて一関市役所いきがいづくり課に送付又は持参、各

支所地域振興課、各市民センター、一関女性センター、一関市

勤労青少年ホームに設置している応募箱に投函してください。 

   表彰及び副賞 

最優秀賞 １点 １万円相当の特産品詰め合わせを贈呈 

優 秀 賞 若干 ３千円相当の特産品詰め合わせを贈呈 

千円相当の特産品詰め合わせを贈呈 

＝募集期間＝ 

R4.２/２８(月)～３/31(木)まで 

         ※当日消印有効 

猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

観
福
寺
の
佐
伯
信
乃
婦
さ
ん
よ
り
、
先
日
観
福

寺
参
道
の
落
ち
葉
を
き
れ
い
に
お
掃
除
し
て
下
さ

っ
た
方
が
お
り
大
変
助
か
っ
た
と
い
う
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。 

市
民
セ
ン
タ
ー
で
も
冬
期
間
、
朝
早
く
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
通
学
路
や
駐
車
場
の
雪
か
き
を
地
域

の
方
々
が
率
先
し
て
手
伝
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

地
域
の
皆
様
の
ご
厚
意
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

 


